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障害者スポーツにおける f障害/健常j意識の変容過程に関する研究

一率椅子バスケットポール競技者に着思して一

0河西正博(立教大学大学院) 松尾哲矢(立教大学)

I 研究白的

障害者スポーツの領域においては、大きく分けて1)ハ ケットボールに着目し、スポーツへの取り組みと「障害j

ビ1)テーションスポーツ、競技スポーツ、正主流スポーツ 「障答者Jr縫常J意識の変容過程を検討することを自

の視点から研究が行われている。先行研究においては、 的とする。現在、事務子バスケットボールにおいては、

スポーツによる障害の軽減、二次障害の予紡、パラリン 障害のない競技者が近年婚加している。このため、既存

ピックを頂点とした競技的観点からの障害者スポーツ の障害者スポーツにおける「鯵害をもっているjという

振興の方策について、日常的にスポーツを行うための環 暗黙の参加資格が無効化されつつあり、既存の f障害者

境整備について等のテーマを中心に議論がなされてい スポーツの枠緩みJでは解釈ができなくなってきている。

る。また、多くの研究においては、「障害jがスポーツ これらの現状のもとに、障害者がスポーツと出会うこと

活動を阻害する負の要因として措定されており、「障害 で、「障害Jr際筈者」意識がどのように変容したのか、
者Jr障害j という概念が画一的に捉えられている傾向 を明らかにするとともに、「障害者j競技者が f健常者」

が看取される。星加 (2002)は障害の意味付けについて、 競技者に対してどのような意識を扱いているのか、尚者

「障害者のアイデンティティの中に占める『鯵答』の位 の関わりによって f障害/健常j意識の変容過程につい

置は個別具体的な状況に相関して多様であり得るのだ て検討する。

が、印章害』に特別な意味を与えて障害者を規定する社

会的な圧力の中で、『障害』への態度を意識せざるを得 E 研究方法

ない場面は多い。Jと述べている。つまり、本来「障害1.調査対象・時期・ノら?去

の意味付けは非常に多様であり、障害をもっ個人によっ 2008年g丹、日本車椅子バスケットボール連盟(以

て異なるものであるはずがJ社会的な圧力jによって、 下、 JWBFとする)加盟全チーム (88チーム)を対象に

あたかも明確な回答があるかのように捉えられてしま 質問紙を郵送し、 40チーム 278名の競技者から邸答を

っているということである。また、阿部ら (2001)は、障 得た(問収率:45. 4%)。

害者水泳に参加している 2名の選手のインタビューか 2.主な質問項目

ら、対象者が障害やスポーツを生活の中でどのような資 質問項目は以下のように設定した。1.対象者長毒性(性

源として潟い、自らの生を戦略的に生きているのかに然 別、年齢、職業、チーム所在地、務審区分・受傷原因、

点を当て、「いわゆる『燈害者』もまた、つねにかわら 車椅子バスケットボール経験年数、競技歴、持ち点)12 
ず『障答者』であり続けているわけではない，，-，(筆者中 チームと自身の活動状況13.スポーツ全般に対する意識

量的場樹ごとに『障害者』であったり、なかったりする について14.東椅子バスケットボールへの取り組み・意

様子もまた、人々が生きている現代的『生』だとするな 識について(慾椅子バスケットボールを始めるきっかけ

ら、それをとらえる研究視角があってもいいjと述べて となった人物、活動目的等)15.湾害者スポーツ綴につ

いる。これらの言葉から浮かびとがってくるのは、際客 いて(スポーツをするに当たっての惨害の捉え方、京絡

をもっ人々が、暗黙のうちに了解されている f障害者」 子バスケットボールを始めて傷害に対する意識が変わ

としてのみ生きているのではなく、状況に応じてさまざ ったかどうか・どのように変わったのか、「健常者j と

まな「顔jをもっ存在として生きているということであ ともにプレーすることについて)

る。

このことは、これまで自明のものとなっていた上訟の 国結果

際害者スポーツにおける f障害Jr障害者Jr縫常j概念 1.サンプル特性

が状況や関係伎に応じて変化するということを示唆す J)問答数:278名

るものといえよう。そこで本研究では、海害者スポーツ (男性:254名/女役:24名)

の中でも競技団体の組織化、競技力、競技人口等の点か

ら、わが閣の代表的なスポーツの一つである車椅子パス
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2)年齢

王子均年齢:37.44歳

標準偏差:11. 327 

3)際察区分

2切断
3講話j事後まひ

4疾病による機能降客
5その他
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4)障害受傷原因

5)障害を受傷してからの年数

平均年数:17.3年

標準偏差:11. 716 

6)チーム所在地

uニ今
2際業・事鍵緩 46 16.7 

3東京 17 6.2 

4東軍事北楼 24 8.7 

5近畿 23 8.3 

6中盤・関箇 44 15.9 

7九州 67 24.3 

合計 276 1∞o 
欠損鐙 0 2 

2.車椅子バスケットボールの目的

τ2ち宅.

3伊.

u'i;， 

始めた主主務 現在

3. ]'転機子バスケットボー)vを実施することによる生活
上の影響

型l4生活ょの量5響 人数 割合(古}

|有効
21友体人力がが増ついえたた

91 3品。
39 15.4 

38常の行動車華麗が広がった 51 20.2 

4聖士会伎が身についた 7 2.8 

5ストレス解消・気分がすっきりす
22 8.7 

る

8自身がついてスポーツ以外のこ
22 8.7 

とも繍復的に行うようになった

7生きているという実態をもてる 7 2.8 
ようになった

8隙警のない人との交流の機会 4 1.6 
が増えた

9その他 10 4.0 

合計 253 100.0 

欠繰嫌 。 25 

4. r障害Jのとらえ方

害調会
のとらえ (話}

のレー 6.5 
するものである

2る率持待ち子点バでスあケるットポールをする上での単な 47 19.0 

3性絡つやで人あ間り性f、考え方などと潟じ自分の特 65 26.3 
徴の1 徳性jである

4いたしかたのないもの・受け入れるべきも 54 21.9 
のとしてとらえている

5自分のプレースヲイルを規定するものであ
1.2 

る
6車精子バスケットボールに出会えたきっか

59 23.9 
けである

7その俄 1.2 

合計 247 1∞。
欠損1車 Q 31 

5.車椅子バスケットボール実施に伴う f障害jに対する

意識変容

表6]巨精子パスケットボール豊通じて陣容を型軽り
産量えられたと感じている

こっつ

2ややそう思う 93 

3あまりそう思わない 92 35.5 

4金くそう怒わない 27 10.4 

合計 259 1∞。
欠携健 0 19 

表7いろいろな喜章容をもっ人たちのとの緩い合いや、「持
ち京畿JIこよって、獄事事より練習撃を.織するようになった

1非常にそっ怒っ

2ややそう思う 87 33.7 

3あまりそう思わない 102 39.5 

4全くそう忽わない 32 12.4 

合計 258 100.0 

欠損健 s 20 
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議8 事事心に練習に取り組めば取り組むほど、障害事
による自分の限界を感じるようになった

品(唱)

1二つつ 12.8 

2ややそう思う 71 27.5 

3あまりそう怠わない 109 42.2 

4全くそう怠わない 45 17.4 

会計 258 1∞o 
欠損憾 。 20 

表宮障害者としてではなふ自分は量産銭者である
という意書量を持つようになった

ft(覧)
1 こっつ 75 2事4

2ややそう慈う 108 42.4 
3あまりそう思わない 60 23.5 

4全くそう息わない 12 4.7 

合計 255 1000 

欠損値 O 23 

6. 健常者j競技者との対戦およびプレーについて

表10憧常者選手とプレ一、および
対視したことはありますか

表11 自分のチーム!こ鍵常者選手が
加入してほしいと患いますか

脅湖 1思う

2どちらかと君えiまそう患う

3どちらかと醤えiまそう窓わない

4息わない

合計

欠損鑑 o 

人数
147 

59 

34 

11 

251 

27 

表12相手が持ち点のない『鍵常者jであるとこと
を不公平であると思う

1 !こっゆっ

2ややそうa-う 45 17.4 

3あまりそう忽わない 103 39.8 

4全くそう思わない 89 34.4 

合計 259 1∞8 
欠幾償 9 19 

表13r健常者jであるとことを意書院せず、
一人の宇一ムメイト・対破格手である

1 、 つ也、つ

2ややそう思う 97 37.3 

3あまザそう窓わない 17 6.5 

4全くそう思わない 12 4.6 

合計 260 100.0 
欠横銭 。 18 

割合(弘)
58.6 

23.5 

13.5 

4.4 

1∞o 
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表14r健常者』の存夜によって自分自身の型車容を
意読させられる

につ叫ヲ

2ややそう思う

3あまりそう忍わない

4全〈そう恩わない

合計

欠損鑑 O 

表15健常者1::1ま負けたくないと思う
気持ちが強くなる

1 吊につ"'"つ

2ややそう思う

3あまりそう怒わない

4会くそう患わない

合計

欠操億 0 

W 考察

78 29.9 

92 352 

73 28.0 

261 1000 

17 

85 32.6 

76 29.1 

23 8.8 

261 100.0 

17 

l 車椅子バスケットボール実施に伴う障答意識の変容

司王精子バスケットボールを始めた当初の目的につい

ては、 r1)ハビ 1)・健康維持のためJ31. 2%、f余椴活動・

楽しみとしてJ31. 6革、「競技スポーツとしてJ35. 3%と

なっている。当初から、競技スポーツとしてとらえてい

た人の都合が約 35%いるものの、1)ハビリテーション

や余椴活動としてとらえる人が多い点が指織される。こ

れは競技者の多くが中途障害者であり、病院やJ)ハピリ

テーションセンターで車椅子バスケットボールに出会

い、退院後も趣味として活動を継続していたものと考え

られる。しかしながら現在の目的についてみると、72.5%

の競技者が「競技スポーツとして」と回答している。と

の結果に加え「障害者としてではなく、自分は競技者で

あるという意識を持つようになったj という項目に約

70%の競技者が[そう思うjと回答している。つまり f簿

害者jとしての役割を期待された人々が車椅子バスケッ

トボールと出会い、「競技者Jとしての役割を獲得し、

「障害Jが相対化された結果、自らを際答者として、と

いうよりも競技者として認識するようになったものと

推察することもできよう。

しかしながら、議椅子バスケットボールに絞り緩むこ

とによってf燈答者J意識が乗り越えられたのだろうか。

この点に関して「家精子バスケットボールそ通じて障室与

を乗り越えられたと感じているj という項目について、

「そう思うJと問答した者の割合が 54%(r非常にJ



18.1%+ rややJ35.9%)に対して、「そう思わないj 警が乗り越えられるかのような単純化された図式は、必

と回答した者の割合が 45.9完(rあまりJ35.5% + r全 ずしもあてはまらないという点である。また、この結果

くJ10.4%)となっており、必ずしも事総子バスケット は、競技者個々人のアイデンティティは単一のものでは

ボールを行うことによって f隊害者j意識の変容を引き なく、文脈に応じて多元的なアイデンティティが生成さ

起こすわけではないことに注意する必要があろう。 れ、その中を生きているということそ示唆するものとも

2. r隊答/健常j意識の変容過程

「健常者j競技者との関係において96.9%の競技者が

f健常者j競技者とともにプレーしたことがあると問客

していた。また「自分のチームに健常者選手が加入して

ほしいと思うJと回答した者の説会が 82.1%にのぼり、

rw健常者』であることを意識せず¥一人のチームメイ

ト・対戦相手であるJと回答している都合が88.8%と大

半を占めていた。これらの結果から大半の競妓者が健常

若手との競技経験を有しており、健常者に対して、縫予言者

としてというよりも一競技者として位獲付けながら、健

常者に加入してほしいという意識をもっ入が多い。

しかしながら、 rr健常者』の存夜によって自分自身の
障答を意識させられるjという項践ではお.8%の競技者

が「そう思う(r非常にJ6.9% + rややJ29.9%)Jと
問答している。これらの綜巣は、「健常者j と一緒にプ

レーしたい、 f健常者」であることを意識しないと言い

ながらも、時に「縫常者jの存在によって自身の降客が

意識イじされるという葛藤を抱え込んでしまうというこ

とを示唆するものといえよう。

V 結果の婆約と今後の課題

本研究では、司王総予バスケットボール競技者への調査

を通じて、障害者スポーツ当事者のもつ f障答Jr陣容
者j窓識を明らかにし、「際審Jをもっ競技者が「衛審j

のない競技者に対してどのような意識を抱いているの

か、両者の関わりによる r~案審/健常j 意識の変容過程

について検討を行った。

車椅子バスケットボールに参与することによって、競

技者の多くが、 f障害者jではなく、 f競技者jとして自

己をとらえるようになったと認識しており、スポーツ活

動がアイデンティティ形成iこ大きな影響を与えている

ことが示唆された。しかしながら、 f取締子バスケット

ボールを通じて『障害』を乗り越えられたかjという問

いえよう。障室害者スポーツの場面において、スポーツ当

事者のアイデンティティがどのように変容し、錯綜して

いるのかは今後の検討課題としたい。

また、大多数の降客もつ競技若手が f健常者jの参加に

ついて賛成をしており、ともにプレーする擦にはは健

常者』であることを，意識しなしりと回答している。しか

しながら、その一方で「健常者jの存在によって自己の

f障答jが意識化されるという傾向が看取され、陣容を

もっ競技者の葛藤の様相が明らかになった。今後、競技

若手の葛藤の生成過程および変容逃程をより詳細に明ら

かにしていくために、 r~意書者J からJe.た「健常者j 像

だけでなく、「健常者jから見た「障答者Jf:象について

も識変を行い、両者を比較分析することで詳細に検討を

行っていきたい。

「健常者jから「障害者jへのまなざし、「練害者j

から「健常者Jへのまなざし、この両者の採点を係るこ

とで、際答者スポーツの可能性J鯵婆の有無を超えたス

ポーツ参加の可能性が関かれていくのではないだろう

か。
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